様式 G G② 
グローバル補助金事業計画書
（人道的プロジェクト・職業研修チーム用）

提唱クラブ名（メールアドレス）　：　　　　　　　　　　　　（E-mail）　　
会長名  （メールアドレス）                ：　　　　　　　　　　　　（E-mail）
会長エレクト名（メールアドレス）：                          　                       （E-mail）

以下は、オンラインのMy Rotary グローバル補助金申請の入力項目各ステップから抜粋したものです。　　　　　　実際の補助金申請書は補助金センターからいただきます。※ はこの計画書提出時に必ず記載ください。
ステップ1：基本情報
プロジェクト名を記載ください。※
（英語）
（日本語）
このプロジェクトの代表連絡担当者（実施国側担当者と援助国側担当者の両方）を記載ください。※
実施国側の代表連絡担当者は、プロジェクト、研修、留学が行われる国に居住している人とします。援助国側の代表連絡担当者は、実施国以外に居住する人とします。双方の連絡担当者は、本補助金と関連するすべての連絡とロータリー財団への報告の責任を負います。
（実施国側代表連絡者・クラブの役職）
（援助国側代表連絡者・クラブ名・地区番号）

ステップ2：委員会メンバー
委員会には実施国側提唱者および援助国側提唱者から各2名以上のメンバーの選任が必要です。
実施国側提唱者のメンバー（第２連絡担当予定者氏名・クラブ名・クラブの役職を記載ください）※
（第２連絡担当予定者）
（第２連絡担当予定者）
援助国側提唱者からのメンバー（クラブ名・地区番号を記載ください）
（第２連絡担当予定者）
（第２連絡担当予定者）

ステップ3：プロジェクトの概要
プロジェクトの内容についてご入力ください。本プロジェクトの主な目的と受益者について情報を簡潔に記載ください。※



ステップ4：重点分野
本プロジェクトはどの重点分野を支援しますか。※
少なくとも1つの分野をお選びください。選択された各分野について目標を設定し、質問にお答えいただきます。
☐ 平和構築と紛争予防
☐ 疾病予防と治療
☐ 水と衛生
☐ 母子の健康
☐ 基本的教育と識字率向上
☐ 地域社会の経済発展
☐ 環境

ステップ5：成果の測定
（該当する重点分野の）どの目標を支援するものですか。
該当する目標をすべてお選びください。各重点分野には一連の目標が定められていますのでこのプロジェクトが支援する目標を選びください。


プロジェクトの成果をどのように測る予定ですか。
プロジェクトの目標と明らかに関連し、プロジェクトが受益者の生活／知識／健康に与えた成果を実証するような評価基準のみを使ってください。成果測定のヒントと情報は、「グローバル補助金：モニタリングと評価の計画について」をご参照ください。（必要に応じて行を追加してください）。

	評価基準 
	情報収集方法 
	頻度 
	受益者

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



ステップ6：実施地と実施時期
プロジェクトの実施予定地と実施予定期間をご入力ください。※
（実施予定地 / 国または地域・市町村名前）
（実施予定期間）　　　　年　月〜　　　年　月まで

ステップ7：参加者
協力団体
協力団体の名前、ウェブサイト、所在地をご記入ください。
このプロジェクトの実施に直接関与する非政府組織、地元市民団体、政府機関を「協力団体」とすることができます。

	団体名
	ウェブサイト
	所在地

	
	
	

	
	
	


この団体と協力する理由、およびこの団体が担う役割をご説明ください。


協力パートナー 
パートナーには、ほかのロータリークラブ、ローターアクトクラブ、ロータリー地域社会共同隊、個人を含めることができます。
このプロジェクトに参加するそのほかのパートナーを挙げてください。


ロータリアンの参加 
このプロジェクトで実施国側提唱者と援助国側提唱者が担う役割と責務をご説明ください。※

実施国側と援助国側の提唱者間のパートナーシップがどのように形成されたかをご説明ください。※











ステップ8：予算
プロジェクトの予算※
プロジェクトの各予算項目を以下のリストに挙げてください。プロジェクトの予算合計は、調達資金の合計と同額である必要があります（調達資金はD D F使用申請書 様式G G①に記載）。　　　　　　　WF上乗せを含むプロジェクトの予算は、少なくとも30,000ドルとなる必要があります（必要に応じて行を追加してください）。

	
	カテゴリー*
	内容
	業者名　
	金額（現地通貨）
	金額（米ドル）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	予算合計：
	
	


*カテゴリーの例：宿泊、機材、モニタリングと評価、運営、人件費、プロジェクト管理、広報、標識、備品、研修、旅行、授業料

ステップ10：持続可能性
持続可能なプロジェクトは、補助金が使い果たされた後にも、地元の人びとが継続していくことのできる長期的な解決策をもたらします。このプロジェクトにおける持続可能性の要素について、以下の質問にお答えください。
人道的プロジェクト：プロジェクトの立案
プロジェクトで取り組む地域社会のニーズをご説明ください。※

これらのニーズをどのように特定しましたか。※

プロジェクトの立案において、受益地域社会の人びとはどのように関与しますか。

人道的プロジェクト：プロジェクトの実施
プロジェクト実施における各段階の概要を記入してください。
資金調達、申請、報告にかかわる段階は含めないでください（必要に応じて行を追加してください）。

	#
	活動内容
	期間

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


補助金活動が終了した後に、引き続きプロジェクトを監督する地域住民または団体の名前をすべて挙げてください。必ずしもロータリー会員やロータリークラブであるとは限りません。



⚫︎ この計画書は地区にて更新する場合があります。　　　　　　
必ず地区ホームページから最新版をダウンロードの上、お使いください。
⚫︎ この計画書は、D D F使用申請書（様式G G①）とセットで提出ください。
クラブの参加資格認定：覚書（M O U）を未提出の場合は併せてご提出ください。




